
開催概要
毎年，チーム医療と精神科リハビリテーションをテーマに，互いに研鑽を積み，
情報交換する場として，研修会を開催して参りました。今年度はWEBを利用
した研修会を令和3年 2月 7日に開催いたします。ふるってご参加ください。

開催日時：令和3年2月7日（日）　10：00～15：30

開催方法：オンラインWEB（参加予定人数500名 *）
  *（日精診会員医師150名、コメディカル・研修医325名、日精診会員外医師25名）

参加費： 日精診会員医師　1,000円／日精診会員外医師　2,000円／
  コメディカル・研修医　無料
参加申込方法：詳細が決まりましたら日精診ホームページ，FAXニュースでお知らせします。
単位：日本精神神経学会（学会単位・機構単位（精神科領域講習）・B群）3単位

プログラム
オンデマンド配信
D1グランプリ 全国の診療所におけるコロナ危機の中での精神科デイケアの取り組みを紹介し，視聴者か

ら良い取り組みに投票いただき，研修会当日に表彰する。

当日ライブ配信
10：00～ 11：00 講演とシンポジウム『新型コロナ感染と自死』（仮）
  座長：李　利彦（李クリニック）
  特別講演「コロナ禍での自殺問題－自殺の激増についてあらためて考える－」
  張　賢徳（帝京大学医学部附属溝口病院精神科教授）　（討論 10分）
11：00～ 12：00  　　　シンポジウム（各 20分）＋討論 20分

「当法人の新型コロナウイルス感染症への対応」福智寿彦（すずかけクリニック院長）
「精神科クリニックに何ができるか～命を守るための取り組み」西浦竹彦（にじクリニック院長）

12：00～ 13：00 各協賛メーカーによる広報（動画にて）15分×４コマ
13：00～ 13：40 講演とシンポジウム『コロナ危機の中での精神科デイケアの現状』
  座長：三家英明（三家クリニック）

講演「新型コロナウィルス感染症が精神科デイケア利用に及ぼす影響に関する
アンケート調査結果報告－主に経営面より－」斎藤庸男（さいとうクリニック院長）
「精神科デイケアアンケート調査の分析から」上ノ山一寛（南彦根クリニック院長）

13：40～ 15：00 　　　シンポジウム（各 15分）＋討論 35分
「コロナ禍の北海道において、ほっとステーションスタッフの奮闘」長谷川直実（大通公園メ
ンタルクリニック院長）／「structive distance を目指して」肥田裕久（ひだクリニック院長）／

「コロナ禍におけるデイケアでの“新たなつながり”についての一考察」陶山弘善（三家クリニック・
作業療法士）／指定発言：丸野陽一（丸野クリニック院長）

15：00～ 15：30 D1グランプリ結果発表

15：30 閉会挨拶

令和2年度
日精診チーム医療・地域リハビリテーション

特別WEB研修会

『負けないぞ！コロナなんかに！』

〈主催：公益社団法人日本精神神経科診療所協会（略称：日精診）〉

  　　　

 　　　


